
堀りょういち市政報告
2022年９月号 2022/8/22(月)時点版

発行：堀りょういち事務所

１．ゴミの分別がまた変わる？〜廃プラスチックの一括収集へ

子育てパパ35歳

横須賀市は「地球を守れ 横須賀ゼロカーボン推進条例」を制定し、2050年までに
CO2排出量実質ゼロを目指して様々な取組みを行っています。

こうした中、現在「燃せるごみ」と「容器包装プラスチック」に分かれているプラスチッ
クごみを一括収集し、一部をLIMEX製品へのリサイクル事業を行うTBM社にて、資
源化・再商品化を進めるとしています。これにより、燃せるごみが減り、CO2排出量
を削減できると市は考えています。

横須賀市議会議員

討議資料

いつでも相談
を受け付けて
います。
気軽にお声か
けください。

1. ゴミの分別がまた変わる？

〜廃プラスチックの一括収集へ

2. 【提言】人口減少を考える（前編）

公式LINE & YouTube

横須賀の最新情報を堀りょういち本人が

発信中です。登録よろしくお願いします！ LINE YouTube

YouTubeでさらに詳しく解説中です。
ぜひご覧ください！

Q.LIMEX（ライメックス）とは？
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石灰石を主原料とした製品です。既に8 ,000以上の企業や
自治体にて採用されており、 レジ袋や買い物袋、食品容器、
文房具等で広く使われています。

Q.TBMってどんな会社？

LIMEX製品の開発、製造、販売を行う株式会社TBMが
神明町に進出し、国内最大級のリサイクルプラントが稼働
する予定です。横須賀市は雇用の創出や子どもへの環境
教育など、多方面で連携を進めることを検討しています。

※イメージです

Q.ゴミ分別のルールはいつ変わる？

令和4年秋からモデル地区で実証事業を行い、令和5年
10月頃に市内全域での一括収集を開始する予定です。

Q. 堀りょういちはどう思う？

◎令和2年に分別のルールが変わったばかり。
市民の皆さんへの丁寧な説明が重要です。

◎一括収集した後、アイクル（市のリサイクル
場）とTBMプラントでどのように仕分けし、
処理をするのか。ゴミの流れで無駄なコス
トが発生しないように注視する必要があり
ます。



★ 1986年本町育ち・根岸町在住 / 4人兄弟の長男 / 祖父はドブ板通り｢堀整形外科｣元院長

★ 長岡保育園→汐入小→坂本中→県立横須賀高校(57期)→ 早稲田大学政治経済学部政治学科

★ 松下政経塾31期入塾 (本市出身では初）→ 2年半で中退し、アクセンチュア（株）にてIT・業務改

革プロジェクトに従事→ 自殺対策を進めるNPO法人で、相談・支援や行政への提言に携わる。

★ 2019年に横須賀市議会議員に初当選。現在1期目。会派「よこすか未来会議」に所属。

★ 「よこすかプレーパーク」を運営。「子どもの育ちと保護者の居場所づくり」に取組む。

所属 諏訪十神連合・根岸町青壮年部・ドブ板通り商店街振興組合・本町青年会・

横須賀市消防団第3分団・横須賀剣道連盟

趣味 剣道(四段)、クラシックピアノ、スポーツ吹矢、愛犬（フレンチブルドッグ）の散歩

堀りょういち horitter_yksk ryoichi_hori

電話：080-4327-7787 メール：hori@horiryoichi.net 事務所：〒239-0807 横須賀市根岸町3-8-11

堀りょういち
プロフィール

2．【提言】横須賀市の人口減少を考える（前編）

横須賀市は全国よりも早いスピードで少子高齢化が進んでおり、深刻な課題です。
前編では、本市の現状と課題について考えていきます。みなさんのご意見・ご感想を
ぜひ聞かせてください。
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(人)
横須賀市の将来人口推計*

*横須賀市人口ビジョンより。

実線は国の推計値であり、点線は2045年までの推計値をもとに算出した近似値。

◎横須賀市の人口は減少し続け、
2060年には23万人台に。
※2022年時8月1日時点の推計人
口は381,022人

◎2060年で人口の40.2%が
65歳以上、4人に1人が75歳
以上という「超高齢社会」に。

◎医療・介護人材をはじめ、全
ての事業の担い手不足が深刻
化し、空き家の増加、病院やスー
パーなどの生活インフラが縮
小・撤退するリスクが高まる。

331,056
(2035年）

「少子高齢化と人口減少が続く日本で、今後定住人口の増加を図っていくこと
は、現実的には極めて困難と言わざるを得ません。特に、半島に位置する横須
賀市は、常に情報を発信し、注目を集めていかなければ、人の流れも、物の流
れも、金の流れも先細りになってしまいます。
このような状況下において、横須賀市が進むべき道は、観光業を成長させ、
新たな主要産業に押し上げていくことであると考えています。」

（令和2年3月定例議会市長）

横須賀市の考え ＝ 定住人口ではなく交流人口（集客）増に力を注ぐ

堀りょういちの考え = 交流人口増と定住人口増の政策を両輪で進める

人口減少が全国的に進む中、国内の観光客が主なターゲットである横須賀で、交流人口による経
済効果を期待するのは限界があります。また、定住人口を増やすには、子育てのしやすさや住みや

すさなど、観光と異なる視点の「魅力」が必要です。交流人口増と定住人口増双方の政策をつなぎ

合わせることで、はじめて横須賀市としての「魅力」の創造・発信が実現するのではないでしょう
か。人口減少のスピードを抑えていくためにできることはまだまだあるはずです。 （具体案は後編へ）


